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は じ め に

宝達志水町青少年国際交流推進実行委員会

委員長 田 畑 武 正

本年も、町の将来を担う青少年の国際感覚を養うとともに、国際化に対応できる人材の

育成を目的として青少年国際交流推進事業を実施しました。

今年度は、８月にオーストラリアのヌーサ市へ８名の中・高生を派遣し、その翌月には

ヌーサ市から７名の研修生を受け入れました。

ヌーサ市との交流は平成５年度から続いていますが、今回を含めると８回、延べ８３名

の中・高生を町から派遣し、ヌーサ市からは７回、延べ５８名の研修生を受け入れたこと

になります。

今回派遣事業に参加した生徒たちは、悪天候で一部予定が変更になりながらも、ヌーサ

市でのホームステイや体験入学など、全日程を無事全うしました。生徒たちはこの貴重な

経験を与えていただいたご家族に感謝するとともに、一回りも二回りも大きくなった成果

を今後の生活に生かし、宝達志水町の将来を担う立派な成人へと発展されますよう、大い

に期待しています。

また、受け入れ事業でヌーサ研修生は、ホストファミリーの皆さんの温かいもてなしを

受けながら、宝達志水町をはじめ、能登や加賀の自然や文化に触れ、９日間の滞在を十分

満喫できたようです。

私は今回ヌーサ市と宝達志水町でそれぞれ花を咲かせた交流が、両市町を結ぶ実となり、

今後ますますその関係が発展することを願っています。

最後に、今回の青少年国際交流推進事業に対してご支援、ご協力を賜りました宝達志水

町、並びに宝達志水町青少年国際交流推進実行委員会、お世話になりましたホストファミ

リーの皆さん、関係者各位に衷心より感謝を申し上げます。
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宝達志水町青少年国際交流推進実行委員会委員名簿

役 職 名 氏 名 備 考

顧 問 中 野 茂 一 宝達志水町長

〃 近 岡 義 治 宝達志水町議会議長

参 与 中 江 映 宝達志水町副町長

〃 齊 藤 喜久治 宝達志水町収入役

委 員 長 田 畑 武 正 宝達志水町教育委員会教育長

副 委 員 長 山 本 勉 宝達志水町立押水中学校長

委 員 林 一 郎 宝達志水町議会教育厚生常任委員長

〃 坂 本 貞 夫 宝達志水町教育委員会委員長

〃 山 下 茂 石川県立宝達高等学校長

〃 北 川 信 之 宝達志水町立志雄中学校長

〃 前 多 永 憲 宝達志水町社会教育委員議長

〃 松 井 孝 雄 宝達志水町ＰＴＡ連合会副会長

（順 不 同）

事 務 局

役 職 氏 名 備 考

局 長 源 大 恵 宝達志水町生涯学習課長

次 長 羽 多 良 英 〃 課長補佐

局 員 森 田 泰 昭 〃 国際交流担当
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オーストラリア・ヌーサ市

日 程 団 長 引 率 団 員 日 程 引 率 研修生

平成５年度 ８月１７日～８月２５日 水本 惣二 ３名 ８名 － － －

平成６年度 － － － － ６月１９日～７月１日 ３名 ７名

平成７年度 ８月１４日～８月２７日 勝二 宏明 ３名 １２名 － － －

平成８年度 － － － － ９月２４日～１０月１日 ２名 ９名

平成９年度 ８月１４日～８月２７日 岡本 貞夫 ２名 １０名 － － －

平成１０年度 － － － － ９月１８日～９月２４日 ２名 ８名

平成１１年度 ８月１１日～８月２４日 松田 眞計 ３名 １２名 － － －

平成１２年度 － － － － ９月２６日～１０月３日 ２名 ４名

平成１３年度 ８月８日～８月２１日 田畑 武正 ３名 １２名 － － －

平成１４年度 － － － － － － －

平成１５年度 ８月８日～８月２０日 杉谷 靖史 ２名 ８名 ９月２０日～９月２７日 ２名 １５名

平成１６年度 － － － － － － －

平成１７年度 ８月１２日～８月２５日 安達 市朗 ３名 １３名 ９月１６日～９月２３日 ２名 ８名

平成１８年度 － － － － － － －

平成１９年度 ８月１７日～８月２６日 萩山 恭子 ２名 ８名 ９月２９日～１０月７日 ２名 ７名

延べ人数 － － ２１名 ８３名 － １５名 ５８名

※ 平成１６年度までは押水町で実施

フィンランド・タンペレ市

日 程 団 長 引 率 団 員

平成１２年度 ８月１９日～８月２７日 中野 茂一 ３名 ８名

平成１３年度 ８月１８日～８月２６日 宇波 和子 ３名 ９名

平成１４年度 ８月２０日～８月２８日 安達 與之 ２名 ５名

平成１５年度 ８月２０日～８月２８日 小西 俊夫 ３名 １０名

平成１６年度 ８月１８日～８月２６日 大窪 祐宣 ２名 ６名

平成１７年度 ８月１７日～８月２７日 河村富士樹 ２名 ５名

平成１８年度 ８月１６日～８月２６日 中江 映 ２名 １２名

平成１９年度 － － － －

延べ人数 － － １７名 ５５名

※ 平成１６年度までは志雄町で実施

受 け 入 れ 事 業

青少年国際交流推進事業のあゆみ

（注） 派遣事業の引率は団長を含む

年 度
派 遣 事 業

年 度
派 遣 事 業

－3－



平成１９年度宝達志水町青少年国際交流推進事業の経過

日 時 事 業 名 場 所 事 業 内 容

4月上旬
事業の周知及び参加者

募集要領の配布

町内一円

町内中学校、高校

・広報４月号及び町ＨＰで事業を周知

・中学校(2)、高校(1)に参加者募集要領を配布

4月 9日(月)

～23日(月)
参加者募集 生涯学習課ほか ・参加申し込み及び受付

4月26日(木)

13:30～
第１回実行委員会

生涯学習センター

「第１会議室」

・実行委員会について

・青少年国際交流推進事業について

・派遣団員及び引率者の選考について

・事業計画(案)について

5月30日(水)

19:30～
第１回派遣事業説明会

生涯学習センター

「第１会議室」

・派遣事業について

・今後の日程について

・旅券申請について（北國観光(株) ）

6月19日(火)

19:30～
第１回事前研修会

町民センター

「第１・２研修室」

・自己紹介

・前回派遣団員から学ぶ（荒木 良、平田萌子）

6月24日(日)

13:00～
第２回事前研修会

国立能登青少年交流

の家「食堂」ほか

・テーブルマナーの基本を学ぶ

（森永フードサービス(株) ）

・お別れパーティーで発表する出し物（日本文化）

の内容を考える

6月26日(火)

19:30～
第３回事前研修会

町民センター

「第１・２研修室」

・グループごとに出し物の役割分担、準備する

もの、説明方法などを考える

7月3日(火)

19:30～
第４回事前研修会

生涯学習センター

「第２会議室」

・旅を楽しくする英会話①（マルチェンコ）

自己紹介、あいさつ、空港での会話

7月10日(火)

19:30～
第５回事前研修会

生涯学習センター

「第２会議室」

・旅を楽しくする英会話②（マルチェンコ）

ホームステイ中の会話、オーストラリア英語

7月17日(火)

19:30～
第６回事前研修会

生涯学習センター

「第１会議室」

・旅を楽しくする英会話③（マルチェンコ）

ショッピング、レストランでの会話

・グループごとに出し物の発表練習をする

7月31日(火)

13:30～
第７回事前研修会

町民センター

「第１・２研修室」

・ホストファミリーにメールを送る

・グループごとに出し物の発表練習をする

8月10日(金)

17:00～
第８回事前研修会

町民センター

「第１・２研修室」

・報告書の作成について

・発表の予行演習（萩山団長、源生涯学習課長、

羽多課長補佐の指導）

8月10日(金)

18:30～
引率者打ち合わせ会

町民センター

「第１・２研修室」

・日程の最終確認について（北國観光(株) ）

・引率者の事務について
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日 時 事 業 名 場 所 事 業 内 容

8月10日(金)

19:30～
第２回派遣事業説明会

町民センター

「第１・２研修室」

・派遣事業の諸連絡について

・日程の最終確認について

・海外旅行保険について（北國観光(株)）

派遣事業
オーストラリア

（ヌーサほか）

・ｸﾞｯﾄﾞｼｪﾊﾟｰﾄﾞﾙｰｾﾞﾗﾝ校での体験入学

・ホームステイによる交流 ほか

17日 12:30～

結団・出発式

生涯学習センター

「第１会議室」

・町長、教育長あいさつ

・派遣団員紹介、派遣団長あいさつ

8月17日(金)

～27日(月)

27日 2:30～

帰着・解団式

志雄庁舎

正面玄関前

・教育長あいさつ

・派遣団長帰着報告、派遣団員あいさつ

9月12日(火)
派遣事業報告会

（押中祭）
押水中学校 ・派遣団員による事業報告（ステージ発表）

9月18日(火)

19:30～

ホストファミリー

打ち合わせ会

（受け入れ事業）

町民センター

「第１研修室」

・研修生及びホストファミリーについて

・スケジュール（プログラム）について

・ホームステイ中の留意事項について

・配布物及びお願い事項について

9月29日(土)

～10月 7日(日)

ヌーサ研修生

受け入れ事業
町内一円

・ホームステイによる交流

・町内及び県内観光

・町内中学校での体験入学 ほか

10月27日(土)
派遣事業報告会

（志中祭）
志雄中学校 ・派遣団員による事業報告（ステージ発表）

11月 3日(土)

～26日(月)

青少年国際交流

推進事業紹介

生涯学習センター

押水中学校

志雄中学校

・パネル（写真）による事業紹介

1月 第２回実行委員会 生涯学習センター ・平成19年度事業報告 ほか
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平成１９年度宝達志水町青少年国際交流推進事業

派 遣 事 業



ヌーサ市を訪問して

オーストラリア派遣団団長

町議会教育厚生副常任委員長 萩 山 恭 子

宝達志水町として３回目となる青少年国際交流推進事業で、町内の中高生８名とともに

オーストラリアのヌーサ市を訪問しました。

旅は移動時間が長ければ長いほど疲れるものですが、それでもある瞬間、脳がはっと鮮

やかに冴えゆく時があります。長いフライトの末、ブリスベン空港の建物からようやく解

放され、その扉の向こうにこの身が押し出された瞬間、吸い込んだ外気の清々しさに脳が

はっと目覚めさせられました。

さて、ヌーサ市は自然環境保全を重視している市であります。何と言っても、ヌーサ市

の緑の豊かさには驚かされました。そこはなだらかな山並みが特徴ですが、その山々はも

ちろんのこと、平地の大半が緑の恵みで潤っていました。ヌーサ市の人々は、豊かな自然

がもたらす恵みやその心を人の生きる営みの基盤とし、自然環境に調和した町づくりを誇

りとしていました。言い換えれば、自然の豊かさそのものがこの市の核であり、この核の

中に市民の生活が成り立っているように思われました。この自然環境豊かなヌーサ市での

滞在は、私どもの五官すべてに多くのことを気づかせ、学ばせてくれたように思います。

ヌーサ市でホストファミリーに温かく迎えられた８名の団員は、それぞれにしっかりと

した志があり、目標を持って派遣事業に臨みました。ヌーサ市でのホームステイを無事に

終え、団員の心の有り様に成長があったことに間違いはなく、団長としてしかと受け取ら

せていただきました。帰路に就く団員の面立ちは、きりりとして自信に満ち満ちていまし

た。団員たちはこの貴重な経験を縁として精神力が備わってきたのだと思います。それが

何より団長としての嬉しさであります。この学ぶ力とチャレンジを恐れない精神力は、団

員たちの今後の人生に大いに活かされるものと確信しています。

最後に、滞在先でお世話になりましたヌーサ市議会議長のレイ・ケリー氏やグッドシェ

パードルーゼラン校日本語教師のニコラス・ハンセン氏、そして本事業の関係者各位に心

から感謝申し上げますとともに、ヌーサ市と宝達志水町の間で、今後さらなる国際交流の

輪が広がって行きますことを念じ申し上げ、報告とさせていただきます。

－5－
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【派遣団員】

男 女

3 3

1 1

1 2 3

1 1

3 5 8

【引率者】

団長 萩山
はぎやま

恭子
きょうこ

随行 森田
もりた

泰昭
やすあき

町議会教育厚生副常任委員長

生涯学習課主任

志雄中学校 ２年

押水中学校 ２年

オーストラリア派遣団の概要

学校・学年
性 別

合 計

押水中学校 ３年

石 川 高 専 １年

合 計
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派 遣 先 の 概 要

オーストラリア・ヌーサ市

州都ブリスベンから北へ１３６ｋｍ、サンシャイ

ンコースト北端に位置するヌーサ市は１９１０年

創立で、人口約４８，０００人、面積は８６９ｋ㎡

にもわたり、その３５％が国立公園、自然保護公園、

国有林、山地、湖沼、川から成る自然に恵まれた地

域です。

ヌーサとは先住民アボリジニーの言葉で「隠れ

家」という意味で、市内には洗練されたブティック

やレストラン、宿泊施設が並び、オーストラリア人

なら一度は住んでみたいリゾート・ビーチです。

この地域はヤシの木より高い（法律上は４階以上

の）建物の建築を禁止しているため、自然な景観が

保たれています。

季節は日本と反対で、９月から春、１２月から夏、

３月から秋、６月から冬になります。

■アクセス ブリスベンから約２時間

■時 差 １時間（日本より早い）

■ＵＲＬ http://www.noosa.qld.gov.au

http://www.tourismnoosa.com.au

☆グッドシェパードルーゼラン校

１９８５年創立。キリスト教の環境で子どもたちに質の高い教育を提供するオーストラリア・ル

ーテル教会が所有、運営する私立の男女共学校です。１年生から１２年生までの小中高一貫教育で、

現在８７０人の生徒が在籍しています。

■ＵＲＬ http://www.gslc.qld.edu.au

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高気温（℃） 29 28 28 26 23 21

最低気温（℃） 21 21 20 18 14 12

降水量（mm） 221 235 240 173 144 118

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高気温（℃） 21 22 24 26 28 28

最低気温（℃） 10 11 13 16 18 20

降水量（mm） 78 53 69 94 94 156

－9－



発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

22:20 ＪQ018

終日ヌ ー サ

吹 田 Ｊ Ｃ Ｔ 17:42

貸切バスで宝達志水町へ

白 尾 Ｉ Ｃ

米 原 Ｊ Ｃ Ｔ 15:37
金 沢 森 本 Ｉ Ｃ 13:57

米 原 Ｊ Ｃ Ｔ 1:30
金 沢 森 本 Ｉ Ｃ

到着後、通関・入国

16:10 市内観光(オペラハウス・ミセスマッコリーズチェア･ロックス)

ホテルをチェックアウト後、専用バスでシドニー空港へ

12:00 ＪQ017 ジェットスター航空１７便で空路関西空港へ（機内食２回）

18:30

貸切バス

シ ド ニ ー
シ ド ニ ー 空 港

関 西 空 港 20:40

日 程

スクールバス スクールバスでヌーサ市庁舎へ

引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）

団員（ホームステイ）

サンシャインプラザでショッピング・昼食（各自）

引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）
団員（ホームステイ）

グッドシェパードルーゼラン校で体験入学

⑧

レイ・ケリー議長を表敬訪問

終日

8:45

ホストファミリーと行動

10:20

ヌ ー サ

ヌ ー サ

15:00
団員（ホームステイ）

10:30
スクールバスでグッドシェパードルーゼラン校へ

引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）

授業終了後、各ホームステイ先へ

スクールバスでヌーサへ

全員（機内 泊）
到着後、通関・入国

岸和田ＳＡで休憩

ジェットスター航空１８便で空路ブリスベンへ（機内食２回）

宝達志水町（志雄庁舎） 12:30

8/17
（金）

今 浜 Ｉ Ｃ
12:55 貸切バス

泉 佐 野 Ｉ Ｃ

日数 月/日 地方時場 所 内 容

貸切バスで関西空港へ

交通機関

到着後、チェックイン。夕食（各自）

結団・出発式

多賀ＳＡで休憩
尼御前ＳＡで休憩

8/24
（金）

18:30

21:00
19:10

8:55
8:35

到着後、チェックイン
専用バス

③

②

8/19
（日）

グッドシェパードルーゼラン校に到着ヌ ー サ

市内レストランで夕食

シ ド ニ ー 空 港 14:00
カンタス航空５２１便で空路シドニーへ（機内食１回）

グッドシェパードルーゼラン校に集合

到着後、チェックイン
12:40 QF521

ヌ ー サ 7:30

ブ リ ス ベ ン 空 港 9:50

終日

ブ リ ス ベ ン 空 港 7:45
スクールバス

⑩

8/26
（日）
・

8/27
（月）

シ ド ニ ー 15:00

21:25

吹 田 Ｊ Ｃ Ｔ 23:25

到着後、帰着・解団式宝達志水町（志雄庁舎） 2:30

8/18
（土）

①

10:35
8:35

関 西 空 港 18:05

11:00 ホストファミリーとの対面式後、各ホームステイ先へ

9:40 動物園を散策・昼食（各自）

ホストファミリーと行動

引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）

ホストファミリーと行動

団員（ホームステイ）

バスターミナルに集合8:00

⑤
8/21
（火） 12:30

ヌ ー サ

ビ ー ル ワ ー

終日

11:15

バスでヌーサへ
ヌ ー サ 16:50 バスターミナルに到着後、各ホームステイ先へ

16:00 バス④
8/20
（月）

8:30
ヌ ー サ

スクールバス

8:35 グッドシェパードルーゼラン校事務室に集合
スクールバスでマルチドール市へ

バス バスでオーストラリア動物園へ

ジョン・メイソン校長を表敬訪問（引率者）

引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）
団員（ホームステイ）

スクールバス

グッドシェパードルーゼラン校に到着後、各ホームステイ先へ

スクールバス スクールバスでヌーサへ
⑥

8/22
（水）

18:00

マ ル チ ド ー ル 9:35
14:00

⑦
8/23
（木）

ヌ ー サ 終日

ヌ ー サ 14:40

団員（ホームステイ）

レイ・ケリー議長と夕食（引率者）

グッドシェパードルーゼラン校で体験入学

21:30 パーティー終了後、各ホームステイ先へ

引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）

お別れパーティー（ザ・サンドバー・ビーチフロント・ビストロ）

団員（ホームステイ）
引率者（ヌーサ・リバー・リトリート 泊）

スクールバス ホストファミリーと別れ、スクールバスでブリスベン空港へ

全員（メトロ・ホテル・シドニー・セントラル 泊）

ホテルでチェックイン

専用バス
市内レストランで昼食
到着後、専用車バスで市内観光へ

白 尾 Ｉ Ｃ

⑨
8/25
（土）

泉 佐 野 Ｉ Ｃ

ホテルへ

今 浜 Ｉ Ｃ

多賀ＳＡで休憩
徳光ＰＡで休憩
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行 動 日 誌

報告：森田 泰昭

１日目 ８月１７日（金） 晴れ（大阪）

１２：３０ 結団・出発式

中野町長、田畑教育長より激励を受けた後、団員一人ひとりが抱負を

述べ、萩山団長が挨拶する。式の終了後、団員に再度パスポートを確

認させる。

１２：５５ 貸切バスで関西空港へ

関係者や家族に見送られ、志雄庁舎前を出発。

１３：５７ 尼御前ＳＡでトイレ休憩

１５：３７ 多賀ＳＡでトイレ休憩

ほとんどの団員が睡眠をとり、車内はとても静か。

１７：４２ 岸和田ＳＡでトイレ休憩

１８：０５ 関西空港に到着

予定より早く到着したので、チェックイン開始時間（１８：５０）ま

でしばらく自由行動にする。

１８：５０ 両替所へ

両替所が混み合っていないことを確認し、団員を連れて行く。それぞ

れ日本円をＡ＄（オーストラリアドル）に両替。

１９：２０ Ｃカウンターへ

１９：４５ チェックイン（搭乗手続き）終了

機内預け荷物の超過は、重いもので２１ｋｇと特に問題なし。

１９：５５ 手荷物検査終了

団員の１人が機内持ち込み荷物にうっかりカッターを入れていて、刃

を没収される。

２０：００ 出国審査終了

２０：１５ 皆で夕食

しばらく食べられない日本食を味わう。

【写真】

２０：４０ 搭乗口へ

２１：４５ 搭乗開始

２２：２０ ジェットスター航空１８便で空路ブリスベンへ

定刻より３０分遅れで離陸。団員の１人の搭乗券に機内食サービスが

記載されていなかったため、客室乗務員に状況を説明する。

２４：００ １回目の機内食

オーストラリアの現地時間（１８日１：００）に時計

を合わせる。機内食を終えると、ほぼ全ての団員が睡

眠をとってくつろぐ。【写真】
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２日目 ８月１８日（土） 曇り時々雨（ヌーサ）

５：４５ ２回目の機内食

雲海を幻想的に染める朝日に見とれる。

７：４５ ブリスベン空港に無事着陸

８：０５ 入国審査終了

係員からの質問もほとんどなく、団員はホッとする。一部の団員が

「どこにホームステイするか」「どの学校へ行くか」と質問される。

８：１０ 荷物受け取り場へ

スーツケースを待つ間、犬による手荷物のチェックを受け、検査を前

に不安になる。

８：２０ 検疫・税関検査終了

森田のみ手荷物の薬、箸、獅子頭を申告。申告の有無に関わらず、全

ての荷物をＸ線検査にかけられるが、同行の新聞記者がノートパソコ

ンやカメラのチェックを受けた以外は、特に問題なく通過。出発前か

ら持ち込み物の規制にとても神経質になっていたので、ホッと胸をな

で下ろす。

８：２５ 到着ロビーでニコラス先生の出迎えを受ける

８：３５ スクールバスでヌーサへ

９：００ 途中ハイウェイのＳＡで休憩

団員は朝食を食べたりして思い思いに過ごす。

９：３０ 再びヌーサに向けて出発

車窓にオーストラリアの広大な大地が広がる。長旅の疲れのせいか、

ほとんどの団員が眠りにつく。

１０：３５ グッドシェパードルーゼラン校（以下ＧＳＬＣ）に到着

敷地内にある教会の前で団員が緊張気

味にホストファミリーを待っていると、

続々とホストファミリーが集まる。ニコ

ラス先生の紹介で団員は順次ホストフ

ァミリーの元へ。笑顔で迎えられた団員

は英語で挨拶し、握手を交わす。【写真】

全てのホストファミリーが集合したと

ころで対面式を始める。萩山団長の挨拶

に続き、それぞれのホストファミリーに

お土産とお別れパーティーの案内状を手渡す。

１１：００ 対面式が終了

ホストファミリーと家路に就く団員を見送る。

１１：１０ 引率はタクシーでヌーサ・リバー・リトリート（以下ホテル）へ

１２：００ ニコラス先生の車で市内散策

（ヘイスティングストリート、メインビーチ、ナショナルパークなど）
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３日目 ８月１９日（日） 曇りのち雨（ヌーサ）

◇団員は終日ホストファミリーと過ごす◇

１０：０５ 引率はレイ・ケリー議長の車でノースショアをドライブ

全長１００ｋｍにも及ぶ海岸を車に揺られ

て走る。【写真】あいにくの雨で通行する車

はあまりない。水不足が続くこの地域にと

っては恵みの雨になっているよう。議長か

らヌーサ市や来年３月に控える合併につい

て話を聞く。

１５：４５ ホテルへ

１６：２０ ニコラス先生の車で団員のホームステイ先へ

団員の１人と再会し、元気な様子を見て安心

する。この日はホストファミリーとショッピ

ングを楽しんだとのこと。何とかコミュニケ

ーションもとれている様子。団員がホストフ

ァミリーにお土産を手渡し、お土産の１つの

竹とんぼを一緒に楽しむ様子を眺める。

【写真】

１６：４０ 団員と別れる

４日目 ８月２０日（月） 雨のち晴れ（ヌーサ）

８：００ ニコラス先生の車でヌーサバスターミナルへ

雨の中、団員はホストファミリーに送られて集合する。皆とても元気。

前日は団員の多くがマルチドール市のアンダーウォーターワールド

でホストファミリーと過ごした様子。また、食卓で羊やカンガルーの

ステーキを食べた団員は、日本の食生活との違いを肌で感じたよう。

８：３０ バスでオーストラリア動物園へ

車内は週末のホームステイの話で盛り上がる。

９：４０ 動物園に到着

広大な敷地にはコアラやウォンバットなどオーストラリアの固有種

を始め、数多くの動物が保有される。団員は雨の中、園内を見て回り、

コアラと記念撮影したり、クロコダイルのショーなどを見たりして

過ごす。記念撮影後、団員がコアラの臭いのついた手をあわてて拭く

様子が面白い。(^o^)

１１：４０ 皆でランチ

ホストファミリー手作りのピザや

サンドウィッチを頬張る団員も。

１２：３０ カンガルーにエサをあげたり、シ

ョッピングを楽しむ【写真】
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１６：００ バスでヌーサへ

車内で今後の日程や持ち物を確認する。

１６：５０ ヌーサバスターミナルに戻る

既に団員を待つホストファミリーも。

１７：１５ 最後の団員を見送り、ホテルへ

５日目 ８月２１日（火） 晴れ（ヌーサ）

８：５５ ニコラス先生の車でＧＳＬＣへ

ヌーサに来て初めての快晴。太陽の光

が肌に刺すような感覚で痛い。ニコラ

ス先生に敷地内を案内される。緑に囲

まれた広大な敷地には、多くの教室棟

や学校施設、教会、幼稚園が並び、生

徒が授業ごとにそれらの建物を移動す

る。【写真】その後、ホストスチューデントと体育、演劇、音楽の授

業を受ける団員の様子をしばらく見て回る。

１０：００ ＬＯＴＥルーム（ニコラス先生の教室）前へ

団員がホストスチューデントに連れられて集合する。

１０：２０ スクールバスでヌーサ市庁舎へ

団員は日本の学校との違いに戸惑いながらも、それぞれ授業を楽しん

でいる様子。体育の授業で突き指した団員に湿布を渡す。

１０：３０ レイ・ケリー議長を表敬訪問

会議室でレイ・ケリー議長に迎えられる。

議長に続き、萩山団長が挨拶し、議長や

市長へのお土産とお別れパーティーの

案内状を手渡す。しばらく歓談した後、

議長からも団員と引率全員にお土産が

渡される。庁舎前で記念撮影して議長と

別れる。【写真】

１１：１５ ＧＳＬＣへ戻る

生徒の多くが「コンニチハ」など日本語で話しかけてくれ、とても

気さくな印象を受ける。

１２：３０ 引率はジョン・メイソン校長を表敬訪問

萩山団長からお土産とお別れパーティーの案内状を手渡す。ランチタ

イム中、外でホストスチューデントとアイスクリームを食べる団員に

声をかける。

１３：２５ ６年生の教室へ

ニコラス先生の日本語の授業で、思いがけず教壇に立って平仮名を教
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えることに。(^^;)【写真】生徒はとても元気で、

皆楽しみながら日本語を学んでいる。ＧＳＬＣで

は幼稚園から週１時間の日本語の授業を必修と

しているが、週１時間の勉強にしては平仮名を書

くのが皆とても上手。

１４：１０ 美術教室へ

団員とホストスチューデントの授業の様子を見学する。

１５：００ 授業終了

団員はホストスチューデントとともに帰宅。引率はホテルへ。

６日目 ８月２２日（水） 雨（ヌーサ）

８：０５ ニコラス先生の車でＧＳＬＣへ

８：３５ 学校事務室に団員が集合

朝から激しい風雨に見舞われ、予定していたユマンディマーケットで

のショッピング、イチゴ狩りが全てキャンセルに。また、ヌーサリバ

ーでのカヌー体験が２４日の午後に変更になる。

８：４５ スクールバスでマルチドール市へ

予定を変更してショッピングモールへ向かう。途中団員の１人が車酔

いになるが、大丈夫とのこと。

９：３５ サンシャインプラザに到着

９：４５ フリータイム（１３：５０まで）

団員はそれぞれショッピングやランチ

を楽しむ。【写真】店員と積極的に英

語でやりとりできたのは、事前研修の

成果！？

１４：００ スクールバスでヌーサへ

１４：４０ ＧＳＬＣに戻る

１５：００ 団員はホストスチューデントとともに順次帰宅

明日ホームステイ先が変わる団員には全ての荷物を持って登校する

よう伝える。

１６：１５ 引率はホテルへ

ニコラス先生にお別れパーティーの参加者数を確認し、北國観光に人

数の変更を連絡する。

１８：００ 引率はレイ・ケリー議長夫妻、ニコラス先生と会食

両市町の議会やヌーサ市の合併の話などいろいろと情報交換する。

２４日の朝メインビーチのポンプを視察させてもらうことを約束し

て議長と別れる。
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７日目 ８月２３日（木） 雨（ヌーサ）

８：００ ニコラス先生の車でＧＳＬＣへ

昨日に続き、嵐の影響で朝から風雨に。予定していたヘイスティング

ストリートでのショッピングがキャンセルされ、メインビーチでのサ

ーフィン体験が明日に変更になる。そのため、終日体験入学とする。

連日の荒天にとてもショックを受ける。(>_<)

８：４０ ＬＯＴＥルームで日本語の授業に参加

団員に交じってパソコンを使った日本語のゲ

ームやカルタをする。【写真】ここはオースト

ラリアの学校なのに、生徒が日本語を駆使して

話す様子は違和感があって面白い。(^o^)

団員・引率とオーストラリアの生徒による「日

豪カルタ勝負」でなんと日本チームが敗北する

波乱も！

１０：１０ 団員がＬＯＴＥルームに集合

団員に明日の日程を伝えながら、天候

が好転することを願う。その後、教会

でのお祈りの時間に関心を持って参加

する団員も。【写真】

１０：４０ 団員はそれぞれ次の教室へと移動

ＬＯＴＥルームで日本語の授業を受ける団員の様子を眺める。

１３：１５ 学校を離れる

明日のお別れパーティーに備えて日本円を両替する。この日でホーム

ステイ先が変更となる団員の引き継ぎが問題なく行われたことをニ

コラス先生に確認する。

１６：１５ ホテルへ

現地旅行社からお別れパーティーについて確認の電話がある。晩方

次第に天候が悪くなり大嵐に。明日の天候がとても心配。

８日目 ８月２４日（金） 雨（ヌーサ）

７：３０ 願いも虚しく昨晩から強い雨が降り続く。テレビではクイーンズラン

ド州で大雨洪水警報が発令中と報じている。団員のホストファミリー

から今日の予定について問い合わせの電話があり、ニコラス先生に確

認してもらうよう伝える。その後、ニコラス先生からの電話で、各ホ

ストファミリーには団員を登校させず、自宅で待機させるよう伝えた

とのこと。団員には申し訳ないが、ヌーサ最終日の今日も大幅に予定

が変更となってしまった。レイ・ケリー議長も来られないようで、メ

インビーチのポンプの視察がキャンセルになる。ヌーサに来て雨が降

った初めのうちは、水不足が続くこの地域にとっては恵みの雨と思っ

ていたが、誰も予想できない大変な雨になってしまった。(>_<)
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９：５０ ニコラス先生がホテルへ

この雨のため各地で家屋の浸水や道路の冠水などの被害が出ている

様子。ニコラス先生も道路の遮断で回り道を繰り返し、ようやくホテ

ルに辿り着く。ＧＳＬＣは休校にはなっていないが、先生も生徒もほ

とんど登校していないらしい。部屋で今日の予定について打ち合わせ

をする。現時点で予定通りお別れパーティーを開催することを確認し、

レストランにもその旨伝える。

１０：００ 引率はニコラス先生の車で市内散策

（メインビーチ、へイスティングストリートなど）

雨に濡れながら、荒れた海や街の様子を撮影して回る。

１４：４０ ＧＳＬＣへ

ＬＯＴＥルームでホストファミリーに電話し、お別れパーティーへの

出欠を確認する。皆予定通りパーティーに参加できると聞き、ホッと

胸をなで下ろす。

１６：００ ホテルに戻る

テレビの気象情報を気にしながら、お別れパーティーの支度をする。

１７：００ ニコラス先生の車でお別れパーティー会場へ

１７：３０ ザ・サンドバー・ビーチフロント・ビストロに到着

外は依然として激しい雨。ホストファミリーを待つ間、団員の１人の

ファミリーから電話があり、車が水に浸かり故障したため、急きょ参

加できないとのこと。残念な結果になり、直接団員に謝る。

１８：３０ お別れパーティー

予定時間を過ぎて団員とホストファミリーが集合。団員の１人のファ

ミリーから急きょ参加できないと連絡が入り、団員に謝る。最終的に

２人の団員とそのホストファミリーが参加できず、全３１人でパーテ

ィーを始める。途中レイ・ケリー議長も出席。団員は和やかな雰囲気

の中、ホストファミリーとのディナーを

楽しむ。【写真】飲物はニコラス先生が

会場内のバーで注文し、それぞれのテー

ブルまで運んでくれる。デザートが出た

ところで、萩山団長が参加者に英語でお

礼を述べる。引き続き、団員が福笑いを

披露。４人の生徒が福笑いに挑戦し、ホ

ストファミリーからも歓声が上がる。そ

の後、全員で折り紙教室を開催。団員が

見守る中、ホストファミリーは真剣な表

情で折り鶴などを折る。【写真】時間の

都合で一部の出し物を変更したが、オー

ストラリアの人々が楽しみながら日本文

化を学べる良い機会となった。
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２１：３０ パーティーが終了し、皆家路に就く

ホテルへ帰る途中、冠水で通行止めになった

道路を見て、被害の大きさに驚く。【写真】

９日目 ８月２５日（土） 曇り（ヌーサ）・晴れ（シドニー）

７：００ ニコラス先生の車でＧＳＬＣへ

引率の荷物はタクシーで移動。

７：１０ バス停でホストファミリーを待つ

小雨の中、団員とホストファミリーが続々と集まる。

７：３０ ホストファミリーと別れる

お世話になったホストファミリーとの間に涙

はなく、団員はさわやかに別れの言葉を交わす。

【写真】その後、ホストファミリーに見送られ、

スクールバスでブリスベン空港へ向かう。森田

はニコラス先生の車に分乗し、道中、宝達志水

町でのプログラムについて打ち合わせをする。

９：１０ 途中ハイウェイのＳＡで休憩

昨日までの雨が嘘のように、晴れ間が広がる。

９：５０ ブリスベン空港に到着

ニコラス先生にチェックインを手伝ってもらう。手荷物検査が終わり、

搭乗口に移動する。シドニー（キングスフォード・スミス）空港で、

霧のため早朝から航空機の離発着が遅れている模様。

１１：４０ 搭乗開始

団員がそれぞれニコラス先生にお礼を述べる。（本当にお世話になり

ました）。９月に日本での再会を約束して別れる。

１２：４０ カンタス航空５２１便で空路シドニーへ

予定を大幅に遅れて離陸。シドニーでの観光時間が短縮されるのでは

と少し不安になる。

１３：２０ 機内食

ヌーサでのホームステイを無事に終え、団員の表情は明るい。

１４：００ シドニー空港に到着

ガイドの米田さんに迎えられる。

１４：３０ 専用バスで市内観光へ

１５：００ ダーリングハーバーを臨むレストランで遅めのランチ

１６：１０ オペラハウスへ

１６：５０ ミセスマッコリーズチェアへ

団員は別名「幸せの椅子」と呼ばれる

いすに座って願い事をする。【写真】

その後、夕やみに浮かぶオペラハウス

とハーバーブリッジを背に記念撮影。
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１７：２０ ロックスの免税店でショッピング

１８：１０ 専用バスでホテルへ

１８：３０ メトロ・ホテル・シドニー・セントラルに到着

チェックイン後、部屋へ荷物を入れる。萩山団長の部屋に他人が入室

していたトラブルがあり、急きょ部屋を変更してもらう。

１９：１０ 徒歩で夕食会場へ

ヌーサでの生活を振り返りながら、

食卓を囲む。ランチが遅かったせい

か、皆あまり食が進まない。

２１：００ ホテルへ

団員が部屋に集まり、しばらくの間

ＵＮＯを楽しむ。【写真】

１０日目 ８月２６日（日） 晴れ（シドニー・大阪）

７：００ 皆で朝食

８：３０ チェックアウト

一部の団員が部屋からかけた国際電話料金を精算する。全員のパスポ

ートを確認し、機内持ち込み荷物とするよう指示する。

８：３５ 専用バスで空港へ

８：５５ シドニー空港に到着

Ｃカウンターでチェックイン。機内預け荷物が２０ｋｇを大きく超過

していたため、中身の取り出しに手間取る。荷物が２０ｋｇを超える

団員が他にもいたが、特に問題なし。

９：３０ ガイドの米田さんと別れる

搭乗口によって出国審査場が異なるようで、実際ガイドに案内された

場所が係員に違うと指摘され、慌てて移動する。

９：４０ 出国審査終了

９：４５ 手荷物検査終了

一部の団員が液体物や金属製のアクセサリーのチェックを受ける。事

前に専用のプラスチック袋またはスーツケースに入れておけば問題

なかったが、周知徹底が足りず反省する。(-_-)

９：５５ 搭乗口へ

しばらく自由行動にする。皆Ａ＄を使い切ろうと最後のショッピング。

お別れパーティーのＡ＄を日本円に両替する。

１１：１５ 搭乗開始

１２：００ ジェットスター航空１７便で空路関西空港へ

予定より３０分遅れての離陸。オーストラリアでそれぞれ貴重な体験

をした団員は、皆元気でリラックスムード。記載した税関申告書を見

本として団員に回覧する。
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１３：００ 離陸後間もなく機内食

空は快晴で、眼下にオーストラリアの広大

な大地や美しい海を眺める。【写真】映画を

見たり、眠ったりと皆思い思いに過ごす。

１９：１５ ２回目の機内食

日本の現地時間(１８：１５)に時計を合わせる。食事後、全団員に声

をかけ、元気な様子を確認する。

２０：４０ 無事関西空港に到着

搭乗した団体の紹介で宝達志水町派遣団も機内でアナウンスされる。

飛行機を降りた団員は、日本の蒸し暑さにうんざりしている様子。

２１：００ 入国審査終了

２１：１０ 税関検査終了

記載した税関申告書を機内に忘れた団員がいたため、再度記載させる。

２１：１５ 出口でバス会社と合流

海外用レンタル携帯電話を返却。Ａ＄の両替を希望する団員はなし。

生涯学習課の羽多課長補佐に「予定通り到着し、全員無事」と電話し、

課長補佐から各家庭にその旨連絡を入れる。

２１：２５ 貸切バスで宝達志水町へ

２３：２５ 多賀ＳＡでトイレ休憩

２７日（月）

１：３０ 徳光ＰＡでトイレ休憩

２：１０ バス車内で挨拶

眠っている団員を起こし、萩山団長が挨拶、森田が事務連絡する。

２：３０ 志雄庁舎に到着

田畑教育長、羽多課長補佐、家

族の出迎えを受ける。そのまま

玄関ホールで帰着・解団式を行

い、萩山団長が帰着報告し、団

員一人ひとりが感想を述べる。

【写真】

２：４５ 解散

家族と家路に就く団員を見送る。

皆さんお疲れ様でした。(^_^)
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～派遣事業説明会・事前研修会・派遣事業報告会～

団員一人ひとりに内定通知書を交付 前回派遣団員の話に耳を傾ける

（第１回派遣事業説明会） （第１回事前研修会）

テーブルマナーの基本を学ぶ 「May I see your passport?」

（第２回事前研修会） 空港での英会話を学ぶ（第４回事前研修会）

発表の予行演習で指導を受ける 貴重な体験を報告

（第８回事前研修会） （志中祭での派遣事業報告会）
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～体験入学～

校庭でサッカーを楽しむ （体育） 集中力を高めるトレーニング （演劇）

ニコラス先生の日本語教室

２回目のランチでアイスクリームを頬張る ホストスチューデントとともに帰宅

～体験プログラム・現地視察～

クロコダイルのショーに釘付け カウボーイハットを試着中

（オーストラリア動物園） （ショッピング）

サービスエリアで休憩 （ブリスベン） オペラハウスを見学 （シドニー）

教室に掲示された風変わりな

ポスター
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～お別れパーティー～

英語で福笑いを説明 興味深く折り紙を見つめるホストファミリー

～オーストラリアについて～

☆★☆ オーストラリアの動物 ☆★☆

野生の七面鳥 庭に集まるゴシキセイガイインコ

ウォンバット

☆★☆ オーストラリアの生活 ☆★☆ ☆★☆ オーストラリアの食生活 ☆★☆

オーストラリアと言えばＢＢＱ 大衆的なファストフードの

水不足が深刻なオーストラリアでは ステーキを豪快に焼く フィッシュアンドチップス

各家庭に雨水をためるタンクが設置
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平成１９年度宝達志水町青少年国際交流推進事業

受 け 入 れ 事 業



宝達志水町プログラム

対象 凡例：○研研修生（引率） □ホホストファミリー

時間 対 象 ／ 内 容 場 所 備 考

９月２９日（土） 東間大花火

16:24

17:20

○研ＪＲ金沢駅到着 サンダーバード京都発 14:10

○研アステラス到着

西部バス

17:30 ○研□ホ対面式 アステラス１階 小ホール

18:00 ○研□ホ各ホストファミリー宅へ ホストファミリー車

９月３０日（日）

終 日 ○研□ホフリータイム

１０月１日（月）

8:30

9:00

10:00

11:00

12:00

14:00

16:00

○研□ホ研修生集合

○研終日 町内観光・体験プログラム

千里浜なぎさドライブウェイ

○研町長表敬

宝達山

○研そば打ち体験・昼食

○研絵付け体験

○研弓道体験

志雄・押水中学校

志雄庁舎

さくらドーム２階 調理実習室

〃 １階 アトリエ

押水武道館弓道場

ホストファミリー車

町ワゴン車２台

［通訳：鈴木］

18:00 ○研各ホストファミリー宅へ 町ワゴン車２台

１０月２日（火）

8:30 ○研□ホ研修生登校

○研□ホ終日 体験入学

授業体験・給食など

志雄・押水中学校

(3 名・4名)

ホストファミリー車

18:00 ○研□ホ各ホストファミリー宅へ ホストファミリー車

１０月３日（水）

8:30

9:30

12:00

13:30

15:30

○研□ホ研修生集合

○研終日 金沢市内観光

兼六園・金沢城公園

昼食

ひがし茶屋街

長町

志雄・押水中学校

奇観亭

ホストファミリー車

町ワゴン車２台

［通訳：まいどさん］

18:00 ○研各ホストファミリー宅へ 町ワゴン車２台
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時間 対 象 ／ 内 容 場 所 備 考

１０月４日（木）

8:30

10:30

16:30

○研□ホ研修生集合

○研終日 金沢市内観光

ＪＲ金沢駅

ショッピング・昼食

ＪＲ金沢駅

志雄・押水中学校

金沢フォーラス

ホストファミリー車

町ワゴン車２台

18:00 ○研各ホストファミリー宅へ 町ワゴン車２台

１０月５日（金） YOSAKOI ｿｰﾗﾝ日本海本祭

8:30

10:30

11:45

12:50

14:10

16:00

○研□ホ研修生集合

○研終日 能登観光

朝市通り

昼食

千枚田

総持寺祖院（座禅体験）

能登金剛

志雄・押水中学校

花ぐるま

ホストファミリー車

町ワゴン車２台

［通訳：鈴木、ｶﾞｲﾄﾞ］

18:00 ○研各ホストファミリー宅へ 町ワゴン車２台

１０月６日（土） YOSAKOI ｿｰﾗﾝ日本海本祭

9:30

12:00

○研研修生集合

○研交流会準備

○研□ホ交流会（昼食）

さくらドーム

さくらドーム２階 調理実習室

〃 ２階 視聴覚室

町ワゴン車２台

14:00 ○研□ホ各ホストファミリー宅へ ホストファミリー車

１０月７日（日） YOSAKOI ｿｰﾗﾝ日本海本祭

7:30

7:40

12:00

○研□ホお別れ式

○研志雄庁舎出発

○研中部国際空港到着

志雄庁舎 ホストファミリー車

町マイクロバス
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～宝達志水町プログラム～

宝達山にて記念撮影 弓道に初挑戦！

生徒会による交流会 （志雄中学校） ホストファミリーへのお菓子を手作り （交流会）

交流会での福笑い ホストファミリーとのお別れ
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～ホストファミリーとの交流～

ＹＯＳＡＫＯＩソーランを楽しむ

東間大花火を堪能

家族との団らん 家族との記念撮影

団長による乾杯 「Kippis!」 アムリ校の先生方から

プレゼントのサプライズ！

能登島水族館にて 研修生の誕生日を祝う
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あ と が き

「ＳＷＡＭＰＥＤ（水浸し）」。８月２５日付けサンシャインコーストデイリー紙の一

面を飾ったこの言葉が全てを物語るように、今回のオーストラリア派遣事業は日本でも経

験したことのない記録的な大雨に見舞われました。ヌーサ市のあるサンシャインコースト

（太陽の輝く海岸）と呼ばれる地域では、２４時間の雨量が多いところで７１３ミリを観

測し、ヌーサ市でも降り始めからの雨量が６００ミリを超え、実際に道路などの冠水や家

屋の雨漏りの被害を目の当たりにするほどでした。

この雨のため、予定していたプログラムの多くがキャンセルされ、ヌーサ市での様々な

体験を楽しみにしていた生徒たちにとっては、残念な結果となってしまいました。特に、

お別れパーティーに参加できなかった生徒たちには残念な思いをさせてしまい、本当に申

し訳なく思っております。しかしながら、生徒たちの多くが、その分ホストファミリーと

過ごす時間が増え、交流を深めることができたと前向きに考えてくれたようで、ホッと胸

をなで下ろしています。

今回の派遣事業やヌーサ研修生の受け入れ事業は、生徒たちにとって異文化への理解を

深めるとともに、生きた英語を学ぶ絶好の機会となりました。生徒たちにはこの機会を無

駄にすることのないよう、お世話になったホストファミリーや友好を深めた研修生たちと

今後も末永く交流を続けてくれることを心から期待しています。

終わりにこの紙面をお借りし、今回の青少年国際交流推進事業にご支援とご協力をいた

だきました青少年国際交流推進実行委員会の委員各位をはじめ、オーストラリア派遣団の

皆さん、現地で大変お世話になりましたレイ・ケリー議長やニコラス・ハンセン先生、そ

してヌーサ研修生を受け入れていただきましたホストファミリーの皆さん、すべての関係

各位に深く感謝を申し上げます。
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